
禾
生
第
一
小
学
校
は
、
明
治
六

年「
郡
立
谷
村
学
校
分
校
」と
し
て

開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、
昇
小
学

校
、
禾
生
第
一
尋
常
小
学
校
、
禾

生
尋
常
高
等
小
学
校
、
禾
生
国
民

学
校
、
禾
生
小
学
校
と
名
前
を
変

え
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
に

禾
生
第
一
小
学
校
と
改
称
し
、
第

二
小
学
校
が
分
離
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
は
、
児
童
数
三

百
五
十
九
名
と
教
職
員
二
十
二
名

で
毎
日
活
気
あ
る
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

一
、
基
本
目
標

自
主
創
造
の
精
神
に
満
ち
た
、

健
康
で
た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成

二
、
具
体
目
標

○
健
康
で
明
朗
な
子

○
人
の
痛
み
が
分
か
り
、
思
い
や

り
の
あ
る
子

○
進
ん
で
学
び
、
感
動
の
で
き

る
子

○
き
ま
り
を
守
り
、
責
任
を
果
た

す
子

○
ど
ん
な
困
難
に
も
打
ち
勝
つ
子

○
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
運
動

子
ど
も
た
ち
は
、
時
計
を
見
て
、

行
動
で
き
ま
す

○
男
女
混
合
名
簿
の
実
施

男
も
女
も
関
係
な
く
五
十
音
順

に
名
簿
を
作
成
し
、
使
用
し
て

い
ま
す

本
校
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
十
六
年
度
ま
で
文
部
科
学
省
の

指
定
を
受
け「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
」事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
、
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
主
体
的
、
創
造
的
に

い
き
る
児
童
の
育
成
―
―
基
礎
基

本
の
定
着
を
図
り
、
確
か
な
学
力

を
育
む
少
人
数
学
習
―
―（
算
数
科

を
と
お
し
て
）で
す
。

特
に
、
今
年
度
は
研
究
指
定
二

年
目
と
い
う
こ
と
で
、
十
一
月
二

十
六
日
に
中
間
発
表
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
県
下
の
学
校
か
ら
二

百
名
ほ
ど
の
先
生
方
が
授
業
を
見

に
来
ら
れ
三
年
生
と
五
年
生
の
教

室
は
人
で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
い
う
と
、
大

勢
の
先
生
方
を
前
に
し
な
が
ら
も
、

堂
々
と
自
分
の
意
見
を
発
表
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
と
て
も
頼

も
し
く
、
立
派
に
見
え
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
三
年
目
と
い
う
こ

と
で
、
い
よ
い
よ
本
公
開
を
迎
え

ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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十
一
月
一
日（
土
）の
一
〜
四
校

時
を
利
用
し
て
秋
の
出
店
集
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

縦
割
り
班
ご
と
に
、
み
ん
な
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
出
店
を
計
画
、

準
備
し
、
当
日
の
運
営
を
し
ま

し
た
。

○
作
っ
て
遊
ぶ
店

（
メ
ン
コ
を
作
っ
て
勝
負
・
紙
飛
行

機
を
作
っ
て
飛
ば
す
な
ど
）

○
そ
の
場
で
遊
ぶ
店

（
ク
イ
ズ
の
店
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
缶
積
み
な
ど
）

○
見
て
楽
し
む
店

（
劇
・
手
品
シ
ョ
ー
・
も
の
ま
ね
シ

ョ
ー
な
ど
）

各
班
と
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ふ
り

し
ぼ
り
、
た
い
へ
ん
工
夫
さ
れ
た

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

当
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
文
化

展
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
地
域
の

お
年
寄
り
や
保
護
者
な
ど
た
く
さ

ん
の
参
観
が
あ
り
、
教
室
を
使
用

し
た
出
店
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
が
仲
間

入
り
。

学
校
で
の
生
活
の
仕
方
を
六
年

生
が
寸
劇
で
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
の
地
域
で
の
水
や
り
当

番
も
立
派
に
果
た
し
ま
し
た
。

大
き
く
育
ち
、
地
域
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
、
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

縦
割
り
班
ご
と
に
、
い
ろ
ん
な

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

学
校
生
活
っ
て
楽
し
い
な
！

雨
に
た
た
ら
れ
た
け
ど
、
熱
気

だ
け
は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
で

し
た
。

赤
白
、
最
後
の
最
後
で
大
逆
転
。

「
ひ
び
き
の
会
」の
み
な
さ
ん
の

す
ば
ら
し
い
朗
読
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
ー
」

に
感
動
し
ま
し
た
。

保
健
委
員
会
活
動
で
児
童
と
地

域
の
お
年
寄
り
が
仲
良
し
に
！

昔
の
遊
び
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

低
学
年
種
目
と
高
学
年
種
目
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
競
技
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

お
た
ま
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
乗
せ

て
、
最
後
に
靴
と
ば
し
。
笑
顔
の

中
に
も
真
剣
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
年
度
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
四
月
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

忙
し
い
中
に
も
、
学
校
生
活
に

変
化
と
潤
い
を
与
え
る
行
事
ば
か

り
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
と
教
職
員
、

そ
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

方
と
手
を
携
え
、
よ
り
よ
い
学
校

と
な
り
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

禾
一
小
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

http://w
w
w
.kai.ed.jp/kasei-1/

E-m
ail:kasei1@

school.tsuru.ac.jp
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ＮＨＫ全国高校放送コンテスト・
全国高校芸術文化祭参加は常連。
地域の取材・学校行事の取材・各　　
部活動の取材・月曜朝の「桂高
ニュース」8：35～約15分間と学校
生活にはなくてはならない存在で
です。ラグビー部花園出場で今年
はさらに大忙し！！　

西関東吹奏楽コンクールと西関東マーチングコンクールに参加しともに銀賞を獲得しました
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◎ヘンダーソンビル市のビーチ高校での生活はすべてが新鮮でとても楽しかったです。最初慣
れなくてあまり話せなかったこともあったけど、ホストファミリーや周りの人のおかげです
ぐにとけこめるようになりました。（長期留学生　渡辺杏里さん）
◎全く知らなかった土地で約5カ月生活をしたことは私に大きな「自信」を与えてくれました。
（長期留学生　水上康彦くん）

理数科・英語科両方の長所を取り入れ大学進学に対応
英語科の伝統を受け継ぎ、充実した英語指導と国際理解教育が充実

◎文系・理系の大学進学者に対応したＡＣコース
◎理系・看護系の進学希望者に対応したＡ看コース
◎おもに私立文系の進学希望者・就職希望者に対応したコース

平成15年度大学合格者241名（国公立大学・有名私立大学へも数多く進学しました。）
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科学部は、ここ2年ほど「宝鉱山の研究」と「とびひの研究」という2つのテーマに取り組んでいます。部員は10
名ほどですが、2チームに分かれて、和やかな雰囲気の中にも学究的な厳しさをもって活動しています。その甲
斐あって、11月の山梨県高等学校芸術文化祭自然科学発表部門で、最優秀賞をいただくことができました。
以下に、「宝鉱山の研究」の概要を紹介させていただきます。

－－－－－－宝鉱山の研究－－－－－

私達の住む都留市には、今は閉鎖された鉱山－宝鉱山－がある。宝鉱山は明治末期から昭和にかけて「三菱金
属のドル箱」と呼ばれる程、大規模な鉱山だったという。そのころは、鉱山周辺に鉱夫のための娯楽施設があり、
都留市は現在の市街地より、鉱山周辺地域の方が栄えていたらしい。しかし、昭和45年に汚水事件が鉱山付近
の大幡川流域に発生し、また鉱石が少なくなり、まもなく80年もの歴史をもつ宝鉱山は閉山した。
現在、鉱山から流れ出す水は回収し処理されている。しかし、鉱山下流の本社川河床の岩石は、河川水によ

り赤褐色に変色して白い沈殿物が付着している。このことから鉱山の廃水の影響は皆無とは言い難く、現在も
鉱山の廃水の状況、鉱山が周辺地域へ及ぼす影響を調べる必要性があると感じて研究を始めた。
鉱山周辺の水質検査として、水温、水素イオン濃度、鉄イオン濃度、銅イオン濃度、亜鉛イオン濃度などを

測定した。その結果、鉱山下部にある砂防ダムで汚染水を回収しているけれど、さらに深い地下にしみこんだ
水が下流の本社川に浸み出していることが確認された。これがすぐに重大な汚染に結びつくとは考えられない
が、今後も継続的な調査を続けていく必要があろう。

桂桂桂桂高高高高校校校校科科科科学学学学部部部部のののの活活活活動動動動
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